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第２回袋井あやぐも学園幼小中一貫教育研修会 その⑤ 

                ～取組の真化を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 
前号に引き続き、６月 7 日（水）に行われた袋井あやぐも

学園幼小中一貫教育研修会の分散会の様子を取り上げます。

が袋井あやぐも学園カリキュラムをもとに

協議しまし

た。 

 

＜心づくり部より＞ 

・（袋井中の）公開授業ではどの授業でも対話が行われて 

いた。 

・３才児にも「今、聞くときだよ」と繰り返し言っている。 

保護者にも、園児の話を聞いてもらうよう伝えている。 

 

心づくリ部 

具体的な取組は、○○！ 

△△の成長につながっている。 



・学習カードに「家庭の温」の欄を作って取り組んでいる。 

・保護者も「ボイスシャワー」という言葉を知っていて、 

家庭でもよさを見つけて声を掛けている。 

・（久我教授） 

①聞く価値のある話をしているか。②作業課題がある

か。  

この二つが無いと集中力がもたなくなる。聞かなくな

る。 

・資料を渡すとき  

「ありがとう」という 

言葉があり、温かさ

を  

感じる。 

・西小っこしぐさとい 

うものがあり、立ち 

振る舞いの模範など 

を意識して生活して 

いる。 

 

 

 

 

 

 

心づくり部では、 

左図の＜実践例＞の様に

具体例が示され、15歳の

出口に向けて段階的に成

長の場が設定されているこ

とが分かります。 

他にも「ボイスシャワー集」

などもあり、実践的なカリ

キュラムとなっています。ぜ

ひ御覧になり、実践に生か

していきましょう 



 

 

 
※ 袋井あやぐも学園のあゆみは、「ホームページ 学園情報」を御覧ください。 


